
町長といどばたトーーク！内容・概要
№ 意　見　等 回　答　等 返答者 担当課

1 いどばたトーークの参加者は少なく
てもやるのか。
住民は小言を言いたいのだ。町長
でなくても職員が将来を考えればい
い。

以前は区長のみだったので、今回
は住民を対象としている。

町長 総務課

2 とぎ放課後児童クラブは、利用者に
水道水を飲ませている。浄水器を。

確認する。 町長 子育て支援課
→水筒の持参を
お願いしつつ、
補充として水道
水 を 沸 か し て
作ったお茶を提
供している。

3 災害公営住宅の詳細を教えてほし
い。

用地も確定したわけではないため、
町として公式に発表していない。用
地が決まり形づいてきた場合には、
ホームページや広報等で公表す
る。

町長 まち整備課

4 道路の修復は交通量が多いところ
は早く、少ないところは遅いように見
受けられる。また、町議のいる地域
の修繕が優先されているように見受
けられる。

被害が軽微であったところの復旧が
進んでおり、公平に順次工事を進め
ている。
工事発注しても入札不調の場合も
ある。

町長
副町長

まち整備課

5 工事請負業者が不足しているとのこ
とだが、町外などから入札参加して
もらえばいいのではないか。

町内だけでなく、町外・県外業者を
含めているが、なかなか手をあげて
くれない。

副町長 企画財政課

6 地震後、家が減り集落機能が成り立
たなくなってきているのが問題であ
り、少子高齢化も含めて町の対応
は。

給食費や保育料の無償化を実施し
てきたが、子育て世帯を守るために
今後も拡充していく。インフラの強靭
化や県内一である住宅の耐震化補
助、避難道路の多重化など、町の強
靭化により安全安心な町を創ること
で人口問題に対応していきたい。

町長

7 役場のDXに効果があるか。住民に
とっては効果が見えてこない。

やれることからやっていこうということ
で、例えばLINEを使って、きめ細か
に広報している。最終的に町民が便
利に感じていただけるような仕組み
を構築できるよう見極めながら対応
していく。

副町長 デジタル情報課

8 集落同士の合併が必要になってくる
のではないか。行政の効率化も図ら
れると思う。

集落同士の話し合いになると思う
が、集落の合併も考えていかなけれ
ばならないと考えている。

町長

9 避難所の明示を。東増穂地区の避
難所は今どこが避難所なのか。

策定中の地域防災計画で示す。暫
定的に避難場所を示すと混乱を招
く恐れがある。
今、災害が起こった場合、東増穂公
民館が一時的な避難場所になると
考えている。

環境 環境安全課

10 町の農林水産に関する行政の関わ
りが弱い。農業専門の技術職員の
配置をしてほしい。

農林水産業に精通した専門人材不
足という現状もあるが、今後、検討す
る。

町長 農林水産課

11 区内道路の片側通行が続いている
が、ロープを張るなどの、安全対策
をしてほしい。

現地確認する。 まち まち安全課
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12 いどばた会議の周知をもっと行うべ

きだ。
人を集めるためにやっているわけで
はなく、皆さまから意見をいただくた
めにやっている。今後も開催し、周
知していく。

町長 総務課

13 選挙ポスターの掲示場所を変える
べきだ。

合併前からの設置場所を踏襲して
いる。意見について検討したいた
め、区長を通して要望してほしい。

総務 総務課

14 県交付金の使途は何か。 １６億円は宅地耐震化や宅地補修
助成等に充当する。

企画 企画財政課

15 震災時、東増穂公民館が自主避難
所になった際に備蓄品がなかった
ため、今後公民館に備蓄品を配備
してほしい。

地域防災計画の見直しの中で、１６
地区毎に指定避難所と備蓄倉庫を
設けたいと考えている。
なお、備蓄品の管理は町で行う。

町長
環境

環境安全課

16 西浦への道（町道8001号）を早く直
してほしい。

現地を確認する。水道管が入ってい
る道路であり時間がかかることを理
解してほしい。

まち まち安全課




